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特集●第15回通常総代会開催
● 組合の新体制スタート
● さわやかさん 栗原市
● わが家の味レシピ 登米市
※本紙掲載写真は、撮影時のみマスクを外しています
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お
と
と
し
の
説
明
で
は
中
央
支
所
の
統

合
は
令
和
５
年
４
月
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
が
、工
事
等
を
含
め
間
に
合
う
の
か
。

時
期
に
つ
き
ま
し
て
は
、昨
年
の
通
常
総

代
会
で
令
和
５
年
６
月
と
定
款
変
更
の

ご
承
認
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、そ

の
予
定
に
向
け
準
備
を
し
て
お
り
ま
す
。

任
意
共
済
勘
定
で
５
億
円
の
不
足
金

が
出
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。全
額
Ｎ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｉ
全
国
連
か
ら
支
払
わ
れ
る
の
で

は
な
い
か
。

昨
年
の
２
月
の
地
震
に
よ
り
19
億
円
を

支
払
っ
た
関
係
で
不
足
金
が
出
て
お
り

ま
す
。Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
全
国
連
に
保
険
料
を

納
入
し
、再
保
険
を
し
て
お
り
ま
す
が
、

地
震
の
場
合
は
50
％
が
再
保
険
適
用
と

な
り
、残
り
が
組
合
負
担
と
な
り
ま
す
。

ＱＡＱＡ

承
認
さ
れ
た
議
案

佐藤 敬組合長理事

議長を務めた
相澤 吉悦総代

今月の特集

▼
６
ペ
ー
ジ
に
続
き
ま
す
。

　

本
組
合
は
令
和
４
年
５
月
24
日
、大
崎
市
の「
三
本
木
総

合
支
所
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
」で
第
15
回
通
常
総
代
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
、佐
藤
敬
組
合
長
が「
本
組
合
事
業
に
お
け

る
収
入
保
険
は
、全
て
の
農
産
物
に
お
け
る
収
入
の
減
少
を
補

償
す
る
と
い
う
制
度
で
あ
り
、近
年
多
発
す
る
自
然
災
害
に
限

ら
ず
、農
産
物
の
価
格
下
落
に
よ
る
収
入
減
少
も
補
償
で
き

る
保
険
で
、農
家
経
営
の
大
き
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の

機
能
を
兼
ね
備
え
て
い
る
。こ
の
収
入
保
険
は
、令
和
３
年
度

末
に
お
い
て
目
標
を
大
き
く
上
回
る
２
９
６
１
経
営
体
の
加

入
を
い
た
だ
い
た
。令
和
５
年
度
に
は
中
央
部
の
支
所
統
合
と

本
所
の
移
転
を
計
画
し
て
お
り
、将
来
に
わ
た
って
安
定
し
た

農
業
保
険
事
業
を
目
指
し
た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、議
長
に
登
米
市
の
相
澤
吉
悦
総
代
を
選
出
し
、令
和

３
年
度
事
業
報
告
、令
和
４
年
度
事
業
計
画
な
ど
を
含
む
９
議

案
が
審
議
さ
れ
、全
て
原
案
の
と
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
近
年
は
全
国
各
地
で
自
然
災
害
が
頻
発
し
、さ
ら
に
は
、新
型

コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
農
畜
産
物
の
需
要
が
落

【
第
１
号
議
案
】

事
業
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　
家
畜
共
済
損
害
認
定
準
則
の
一
部
が
改
正
さ

れ
た
こ
と
に
よ
る
一
部
変
更
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

【
第
２
号
議
案
】

令
和
３
年
度
事
業
報
告
書
、財
産
目
録
、貸
借

対
照
表
、損
益
計
算
書
、剰
余
金
処
分
案
及
び

不
足
金
処
理
案
の
承
認
に
つ
い
て

　
令
和
３
年
度
の
全
事
業
の
引
受
実
績
は
、共

済
金
額
１
兆
５
１
８
７
億
１
５
０
万
円
と
な
り

ま
し
た
。被
害
に
遭
わ
れ
た
組
合
員
に
支
払
わ

れ
た
共
済
金
は
、合
計
で
42
億
２
３
７
２
万
円

に
な
り
ま
し
た
。

【
第
３
号
議
案
】

令
和
４
年
度
事
業
計
画
設
定
の
承
認
に
つ
い
て

　

本
年
度
の
全
事
業
の
共
済
金
額
は
１
兆

４
７
８
７
億
３
７
３
８
万
円
の
計
画
で
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

【
第
４
号
議
案
】

令
和
４
年
度
事
務
費
の
賦
課
額
及
び
賦
課
方

法
に
つ
い
て

　

本
年
度
の
事
務
費
賦
課
額
総
額
は
11
億

４
６
１
６
万
円
に
な
り
ま
す
。

【
第
５
号
議
案
】

令
和
４
年
度
役
員
、顧
問
弁
護
士
及
び
共
済

部
長
の
報
酬
額
の
決
定
に
つ
い
て

　
本
年
度
は
、総
額
１
億
８
１
８
１
万
円
以
内

で
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

【
第
６
号
議
案
】

令
和
４
年
度
に
お
け
る
借
入
金
の
最
高
限
度
額
、

借
入
利
率
及
び
償
還
方
法
の
決
定
に
つ
い
て

　
共
済
金
の
支
払
い
に
要
す
る
資
金
等
を
借
り

入
れ
る
限
度
額
は
60
億
円
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

【
第
７
号
議
案
】

令
和
４
年
度
余
裕
金
預
入
先
金
融
機
関
の
承

認
に
つ
い
て

　
Ｊ
Ａ
10
機
関
と
銀
行
等
９
機
関
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

【
第
８
号
議
案
】

役
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

任
期
満
了
に
伴
い
、理
事
16
人
、監
事
３
人

の
役
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

【
第
９
号
議
案
】

附
帯
決
議

　
本
総
会
の
附
帯
決
議
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ち
込
む
な
ど
、農
業
経
営
に
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　

本
組
合
は
、あ
ら
ゆ
る
災
害
や
被
害
に
対
応
で
き
る
農
業

経
営
収
入
保
険
の
普
及
推
進
と
、農
業
共
済
事
業
の
加
入
推

進
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

収
入
保
険
と
農
業
共
済
事
業
の
両
輪
か
ら
成
る
農
業
保

険
は
、政
府
の
第
５
次「
食
料・農
業・農
村
基
本
計
画
」に
お

い
て
、農
業
経
営
の
安
定
化
を
図
る
た
め
の「
有
効
な
手
段
」

と
明
記
さ
れ
、そ
の
普
及
推
進
、加
入
拡
大
を
強
調
し
て
い

ま
す
。こ
の
よ
う
な
農
業
保
険
に
対
す
る
期
待
に
応
え
、地
域

農
業
の
経
営
安
定
を
支
援
す
る
た
め
、基
礎
組
織
関
係
者
の

方
々
の
協
力
の
下
、こ
れ
ま
で
以
上
に
引
受
拡
大
へ
の
取
り
組

み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
今
年
度
も
引
き
続
き
、農
業
保
険
事
業
の
拡
充
と
安
定
し

た
事
業
運
営
に
よ
り
、全
て
の
農
業
者
に
対
し
て
セ
ー
フ
テ
ィ

機
能
を
確
実
に
提
供
で
き
る
組
合
運
営
を
目
指
し
、次
の
事

項
を
重
点
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
農
業
者
の
経
営
展
開
・ニ
ー
ズ
に
即
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
提
供

●
推
進
体
制
の
構
築
・
整
備

●
事
業
運
営
基
盤
の
強
化

●
広
報
・
広
聴
活
動
の
充
実
強
化

●
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態
勢
の
強
化

●
人
材
育
成
と
職
員
の
資
質
向
上

   農業経営の未来につなぐ
   令和4年度農業保険事業推進の基本方針

総 代 数  301人
出席人数  300人

（                   ）本人出席
23人

書面出席
277人

農
業
経
営
安
定
の
た
め

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
提
供
し
ま
す

第15回通常総代会開催

令和5年度に移転予定先の大崎市三本木総合支所

特 集

主
な
質
問・意
見
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収　入
2,974,690

単位：千円

支　出
2,974,690

単位：千円

受取補助金
1,106,601

人件費
1,922,227

旅費交通費 18,801

事務費
100,899

業務費
283,041

施設費
175,234

損害防止費
340
損害評価費
62,109

普及推進費
76,806

諸税負担金 32,927

その他
302,306

賦課金
399,624

受取利息
141,391

事業勘定受入
746,535

引当金戻入
258,037

受託収入
96,250

その他
225,798

前期繰越業務残金
454

収　入
2,844,652

単位：千円

受取補助金
1,144,461

人件費
2,040,491

旅費交通費 6,454

事務費
82,785

業務費
176,800

普及推進費
91,725 施設費

144,737

損害評価費
11,770

損害防止費 207
諸税負担金 29,636

その他
260,047

賦課金
427,798

受取利息
145,500

事業勘定受入
755,980

引当金戻入
133,891

受託収入 96,661
その他 41,829

前期繰越業務残金
　　　　98,532

支　出
2,844,652

単位：千円

今月の特集 今月の特集

共済事業 引受面積等 共済金額 支払共済金
農 作 物（ 水  稲 ）共 済 4,749,296 ａ 3,104,111 万円 （41,738,652 円）
農 作 物（  麦  ）共 済 124,790 ａ 22,532 万円 7,279,126 円
家 畜 共 済 222,210 頭 6,075,070 万円 1,523,357,396 円
果 　 樹（り ん ご）共 済 1,614 ａ 4,890 万円 13,363,590 円
果 　 樹（ な  し ）共 済 2,632 ａ 10,451 万円 73,856,420 円
畑 作 物（ 大  豆 ）共 済 561,898 ａ 165,902 万円 75,195,831 円
畑 作 物（ばれいしょ）共 済 1,798 ａ 1,644 万円 3,067,098 円
畑 作 物（ そ  ば ）共 済 4,882 ａ 139 万円 0 円
畑 作 物（ 蚕  繭 ）共 済 44.46 箱 290 万円 123,930 円
園 芸 施 設 共 済 20,590 棟 1,236,674 万円 68,597,786 円
建 物 共 済 110,470 棟 131,444,593 万円 2,329,007,750 円
農 機 具 共 済 36,421 台 9,789,855 万円 126,994,909 円
保 管 中 農 産 物 補 償 共 済 140 口 14,000 万円 2,880,000 円
合 計 − 151,870,150 万円 4,223,723,836 円

共済事業 引受面積等 共済金額
農 作 物（ 水  稲 ）共 済 3,938,722 a 2,970,253 万円
農 作 物（  麦  ）共 済 129,353 a 23,972 万円
家畜共済（死亡廃用） 156,368 頭 5,803,174 万円
家畜共済（疾病傷害） 63,487 頭 96,220 万円
果 　 樹（り ん ご）共 済 1,566 a 4,745 万円
果 　 樹（ な  し ）共 済 2,611 a 10,346 万円
畑 作 物（ 大  豆 ）共 済 573,790 a 172,320 万円
畑 作 物（ばれいしょ）共 済 1,742ａ 1,663 万円
畑 作 物（ そ  ば ）共 済 3,862ａ 114 万円
畑 作 物（ 蚕  繭 ）共 済 22.50 箱 157 万円

共済事業 引受面積等 共済金額
園 芸 施 設 共 済 20,150 棟 1,153,214 万円
建 物 共 済 107,426 棟 127,889,533 万円
農 機 具 共 済 36,220 台 9,734,026 万円
保管中農産物補償共済 140 口 14,000 万円
合 計 − 147,873,738 万円

受託業務
経営体数 基準収入金額（引受）

個　　人 法　　人 計 支払保険金等（被害）
農業経営収入保険（引受） 2,690 人 271 人 2,961 人 33,642,438,239 円
農業経営収入保険（被害） 604 人 68 人 672 人 1,045,580,405 円

受託業務 経営体数
農 業 経 営 収 入 保 険 3,175 人

※農作物（水稲）共済の支払共済金は令和3年産の支払いが確定していないため（　）の表示としています。
※農作物（麦）共済と果樹共済の引受面積等〜共済金額は令和4年産、支払共済金は令和3年産の実績です。
※家畜共済の支払共済金は死亡廃用と疾病傷害の計です。
※畑作物共済（大豆、ばれいしょ、そば、蚕繭）の支払共済金は令和2年産の実績です。

※基準収入金額は令和4年3月時点の金額です。
※支払保険金等は、令和3年4月1日から令和4年3月31日にNOSAI全国連から加入者に支払われた実績です。

令和３年度事業実績令和４年度事業計画

令和４年度業務収支予算 令和３年度業務収支決算

総共済金額　 1兆5,187億150万円
支払共済金　42億2,372万3,836円目標共済金額　1兆4,787億3,738万円

用語の説明

 収　入
●前期繰越業務残金…前年度からの繰越金
●受取補助金…………国から交付される運営経費
●賦課金………………組合員の方から、加入する共済事業
　　　　　　　　　　ごとにいただく事務費賦課金
●受託収入……………収入保険事業に係る受託収入金額
●受取利息……………積立金等を運用して得られた利息
●事業勘定受入………建物共済、農機具共済の掛金のうち
　　　　　　　　　　業務勘定に繰り入れられる金額
●引当金戻入…………機械器機等の更新、建物の修繕、事
　　　　　　　　　　務機械化のために、引当金や準備金
　　　　　　　　　　から取り崩す金額

 支　出
●人件費………………役員報酬、職員給料手当、法定福利
　　　　　　　　　　費、厚生福利費等
●旅費交通費…………役職員の交通費
●事務費………………業務に要する通信運搬費、図書印刷
　　　　　　　　　　費、消耗品費、手数料
●業務費………………業務運営に要する会議費、講習会費、
　　　　　　　　　　共済部長報酬等
●普及推進費…………広報紙の製作費、加入奨励粗品購入
　　　　　　　　　　費、奨励金等
●施設費………………車両、事務所施設等の維持管理等に
　　　　　　　　　　要する経費
●損害評価費…………損害評価に要する経費
●諸税負担金…………公租公課、自動車税、固定資産税並
　　　　　　　　　　びに関係団体負担金

※端数処理の関係で合計が一致しない場合があります。
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こ
の
た
び
、宮
城
県
農
業
共
済
組
合
長
理
事

に
選
任
さ
れ
、令
和
４
年
６
月
１
日
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
。

　

組
合
員
の
皆
さ
ま
に
は
、日
頃
よ
り
農
業
共

済
組
合
の
運
営
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

近
年
、農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、高
齢
化

や
後
継
者
不
足
、農
産
物
価
格
の
低
迷
な
ど
で

厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、平
成
30
年
４
月
に
法
改
正
さ
れ
た
農

業
保
険
制
度
も
、収
入
保
険
制
度
創
設
を
始

め
、農
作
物
共
済
の
当
然
加
入
制
廃
止
と
一
筆

方
式
の
廃
止
や
、果
樹
共
済
の
樹
園
地
単
位
方

式
及
び
特
定
危
険
方
式
の
廃
止
、家
畜
共
済
の

死
亡
廃
用
と
疾
病
傷
害
の
分
離
引
受
な
ど
制
度

改
正
を
重
ね
、変
化
の
と
き
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、全
国
各
地
で
過
去
に
な
い
自
然
災

害
が
頻
発
し
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
お

り
、農
家
を
支
え
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て

の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
役
割
は
、ま
す
ま
す
重
要
と

な
って
い
ま
す
。

　

本
組
合
は
、組
織
改
善
計
画
の
ひ
と
つ
と
し

て
、令
和
４
年
４
月
に
県
南
支
所
、亘
理
名
取

支
所
を「
県
南
支
所
」、栗
原
支
所
、迫
支
所
、

石
巻
支
所
を「
県
北
支
所
」と
し
統
合
致
し
ま

し
た
。令
和
５
年
６
月
に
は
、宮
城
中
央
支
所
、

六
の
国
支
所
、大
崎
支
所
を「
中
央
支
所
」と

し
統
合
す
る
こ
と
で
、今
後
も
変
わ
ら
ず
安
定

し
て
事
業
継
続
で
き
る
体
制
を
構
築
し
、農
家

の
皆
様
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
農
家
の
農
業
経
営
の
安
定
と
農
業
生
産
力
の

発
展
に
資
す
る
た
め
、農
業
経
営
の
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
と
し
て
の
役
割
を
十
分
発
揮
で
き
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、今
後
と
も
ご
支
援
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
いい
た
し
ま
す
。

理事　津嶋 敏光
（加美町）

副組合長理事
勅使瓦 幸一

（蔵王町）

理事　本田 昭彦
（大和町）

理事　大関 陽悦
（栗原市）

理事　齋藤 俊一
（東松島市）

地区統括理事
大場 照彦

（栗原市）

理事　菅原 　賢
（大崎市）

理事　金　 和彦
（登米市）

監事　作間 　守
（丸森町）

 ★ 地区統括理事
佐々木 郁郎

（加美町）

★ 中央支所の統合に合わせて令和5年6月1日より地区統括理事に就任となります。

理事　河村 　亨
（角田市）

理事　武田 康範
（登米市）

監事　大柳 　晃
（登米市）

代表監事
堀越 靖博

（大崎市）

理事　佐々木 好昭
（大崎市）

理事　松本 俊彦
（亘理町）

理事　加藤 　治
（名取市）

理事　千葉 清喜
（石巻市）

宮城県農業共済組合
組合長理事

品川 忠夫
（仙台市）

本組合の新体制が決まりました

役員19人をご紹介します
 任期満了に伴い、5月24日の総代会で理事16人、監事3人が選出されました。役職員一丸となり、
 農業保険を担う団体として、農業者の皆さまから一層信頼いただける組織を目指してまいります。

▼
３
ペ
ー
ジ「
主
な
質
問
・
意
見
」の
続
き
に
な
り
ま
す
。

３
月
に
発
生
し
た
地
震
で
大
き
な
被

害
が
発
生
し
た
が
、共
済
金
の
支
払
い

が
遅
い
の
で
は
な
い
か
。

直
近
の
状
況
で
は
、申
告
棟
数
に
対
し

て
７
割
が
調
査
済
で
共
済
金
の
支
払
は

４
割
と
な
って
い
ま
す
。引
き
続
き
早
期

支
払
い
に
努
め
ま
す
。

被
害
の
大
き
な
支
所
へ
の
支
援
体
制
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。ま
た
資
金
面

の
問
題
等
は
な
い
の
か
。

昨
年
の
地
震
の
被
害
で
は
支
所
間
で
損

害
評
価
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
が
、今

回
の
地
震
の
被
害
は
全
域
に
わ
た
って
い

ま
す
の
で
、支
所
間
の
支
援
は
困
難
と

な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
本
所
か
ら
延

べ
１
０
０
名
の
職
員
を
派
遣
し
昨
年
と

は
違
う
体
制
を
組
ん
で
お
り
ま
す
。財

源
に
つ
い
て
は
、万
全
を
期
し
な
が
ら
進

め
て
お
り
ま
す
。

ＱＡＱＡ
議
案
書
に
賦
課
金
の
納
期
が
記
載
さ
れ

て
い
な
い
。耕
作
を
委
託
し
て
い
る
農
家

も
わ
か
る
よ
う
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

賦
課
金
は
掛
金
と
一
緒
に
納
入
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。加
入
者
ご
と
事
業
ご
と
に

納
期
が
異
な
り
ま
す
の
で
、納
入
通
知

書
で
ご
確
認
を
い
た
だ
く
こ
と
で
議
案

書
に
は
記
載
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

優
秀
な
人
材
の
確
保
と
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の

ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
の
取
組
み
に
つ
い
て

教
え
て
ほ
し
い
。

ハロ
ー
ワ
ー
ク
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、求
人
サ

イ
トへの
登
録
等
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
求

人
を
募
って
お
り
ま
す
。ブ
ラ
ン
ド
力
向

上
に
つ
い
て
組
合
単
独
で
行
って
い
ま
せ

ん
が
、農
水
省
等
を
通
じ
て
動
画
サ
イ
ト

に
収
入
保
険
及
び
獣
医
師
等
の
Ｐ
Ｒ
動

画
を
アッ
プ
ロ
ー
ド
し
て
お
り
ま
す
。

ＱＡＱＡ

主
な
質
問・意
見
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収
入
減
少

100％

90％

80％

基準収入

保険期間
の収入

保険方式で
補てん

積立方式で
補てん

自己責任分

支払率（9割を上限として選択）

令和元年
加入分

2年
加入分

3年
加入分

令和元年 2年 3年 4年

  

21
億
２
９
７
６
万
円
（
１
４
１
０
件
）

  

５
億
１
１
８
１
万
円

（
３
３
３
件
）

  

１
億
８
６
６
１
万
円

（
１
２
０
件
）

２
９
７
８
件

２
１
２
２
件

１
３
２
０
件

５
８
３
件

令和元年
加入分

2年
加入分

3年
加入分

令和元年 2年 3年 4年

  

21
億
２
９
７
６
万
円
（
１
４
１
０
件
）

  

５
億
１
１
８
１
万
円

（
３
３
３
件
）

  

１
億
８
６
６
１
万
円

（
１
２
０
件
）

２
９
７
８
件

２
１
２
２
件

１
３
２
０
件

５
８
３
件

自然災害等で減収

倉庫の浸水被害

けがや病気で収穫不能

市場価格が下落

取引先の倒産

為替変動で大損

災害で作付不能

盗難や運搬中の事故

新型コロナウイルスの
影響による収入減少

農業者の経営努力では避けられない
さまざまなリスクを補償します

基準収入 保険料等
最大の補償

積立方式＋保険方式
（補てん限度90％）

保険方式のみ
（補てん限度80％）

100
万円

１年目 37,638円 14,940円

２年目 13,402円 13,204円

収入が０になった
場合の保険金 81万円 72万円

500
万円

１年目 170,190円 56,700円

２年目 54,212円 53,222円

収入が0になった
場合の保険金 405万円 360万円

収入保険の保険料等の試算 基準収入の9割を
下回った場合に補償

収入保険

保管

中農産
物補償共済

収
入
保
険

加
入
申
請
受
付
中

収
穫
後
の
農
産
物
を

補
償
し
ま
す

　

豪
雨
に
よ
る
倉
庫
の
浸
水
な
ど
、保
管
中
の
農
産
物
が

浸
水
・
流
出
す
る
被
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。災
害
の
備
え

に
は
、収
穫
後
の
農
産
物
を
補
償
す
る
保
管
中
農
産
物
補

償
共
済
へ
の
加
入
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

　

水
稲
や
果
樹
な
ど
の
収
穫
共
済
に
加
入
し
て
い
る
農
産

物
が
補
償
の
対
象
と
な
り
、輸
送
中
の
事
故
に
よ
る
被
害

も
補
償
し
ま
す
。

  

加
入
要
件

農
作
物
共
済
、果
樹
共
済
、畑
作
物
共
済
に
加
入
し
て
い
る
方

　

  

▼
加
入
し
て
い
る
農
作
物・果
樹・畑
作
物
の
各
共
済
目
的（
作

　

 　
物
）が
対
象
と
な
り
ま
す
。

  

補
償
対
象

●
倉
庫
等
の
建
物
に
保
管
さ
れ
て
い
る
農
産
物

　
（
乾
燥・調
製
等
の
作
業
中
の
も
の
を
含
み
ま
す
）

●
輸
送
中
の
農
産
物

  

対
象
と
な
る
事
故

●
建
物
に
保
管
中
の
農
産
物

　

  

▼
火
災
等
、風
水
害
、雪
害
、そ
の
他
の
自
然
災
害
及
び
窃
盗

●
輸
送
中
の
農
産
物

　

  

▼
火
災
、破
裂
、爆
発
、衝
突
及
び
墜
落
、転
覆

　
　

 （
荷
崩
れ
を
除
き
ま
す
）

さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
か
ら
農
業
経
営
を
守
り
ま
す

  

収
入
保
険
の
補
償
対
象

　
農
業
者
自
ら
が
生
産・販
売
す
る
農
産
物
の
販
売
収
入
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

　
精
米
や
も
ち
、梅
干
し
な
ど
の
簡
易
な
加
工
品
も
対
象
で
す
。

※
肉
用
牛
、肉
用
子
牛
、肉
豚
、鶏
卵
は
コ
ス
ト
増
も
補
て
ん
す
る
マ
ル
キ

　
ン
等
が
措
置
さ
れ
て
い
る
た
め
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

※
加
入
及
び
支
払
実
績
は
令
和
４
年
５
月
末
現
在

  

補
償
期
間

Ａ
タ
イ
プ
▼
連
続
し
た
１
２
０
日
間

　
　
　
　
　
（
日
数
の
分
割
は
で
き
ま
せ
ん
）

　
　
　
　
　
※
出
荷
前
の
一
時
保
管
な
ど
を
補
償

Ｂ
タ
イ
プ
▼
通
年

  

契
約
の
単
位

　

契
約
口
数
制
で
す
。１
品
目
１
口
当
た
り
１
０
０
万
円
で
、加

入
口
数
に
１
０
０
万
円
を
乗
じ
た
金
額
が
補
償
額
と
な
り
ま
す
。

【
表
１
】

加
入
の
目
安
や
共
済
金
の
試
算
は【
図
１
】の
と
お
り
で
す
。

●
加
入
者
数
の
推
移

　
あ
ら
ゆ
る
リ
ス
ク
に
備
え
る
た
め
加
入
者
は
年
々
増
加
し
て
お

り
、令
和
４
年
は
青
色
申
告
者
の
約
４
割
の
方
に
加
入
い
た
だ
き

ま
し
た
。

●
保
険
金
等
支
払
状
況

　

令
和
２
年
は
主
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
加
入

者
の
４
人
に
１
人
、令
和
３
年
は
主
に
米
価
の
下
落
に
よ
り
、こ
れ

ま
で
多
く
の
加
入
者
に
保
険
金
等
を
お
支
払
い
し
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
３
月
16
日
に
発
生
し
た
福
島
県
沖
の
地
震

で
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
一
日
も
早
い
復
旧
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

建
物
総
合
共
済
に
加
入
し
、
こ
の
た
び
の
地
震
で
建

物
に
被
害
を
受
け
ら
れ
、
ま
だ
被
害
申
告
が
お
済
み
で

な
い
方
は
、
最
寄
り
の
支
所
へ
電
話
等
で
申
告
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

令
和
４
年
３
月
16
日
福
島
県
沖
地
震
に

関
す
る
お
知
ら
せ

建
物
被
害
の
申
告
漏
れ
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か

  

収
入
保
険
の
補
償
内
容

  

宮
城
県
の
収
入
保
険
の
実
績

加入口数 補償額 共済掛金
Aタイプ Bタイプ

1口 100万円 2,500円 6,500円
3口 300万円 7,500円 19,500円
5口 500万円 12,500円 32,500円

【表1】 加入口数ごとの補償額と共済掛金

【図1】 加入の目安と共済金の試算
30Kg入の米300袋を保管予定とする場合
●加入の目安
保管予定量×令和4年産水稲共済単価※＝必要な補償額の目安
9,000kg ×　　  207円/kg　　 =　  186.3万円
　この場合、加入口数は1口（100万円補償）もしくは2口（200
万円補償）が加入の目安となります。
※農作物別単価（円/kg）参考：小麦166円、りんご3類259円、白大豆297円

●納入いただく共済掛金
200万円補償でAタイプに加入する場合
加入口数×  Aタイプ  ＝共済掛金
　2口　×2,500円＝5,000円 ※保険料と積立金は最大9回の分割で納入いただけます。

※補てんを受けなければ積立方式の積立金は翌年に繰り越され、保険料も安くなります。
（注）5年以上の青色申告実績がある方の場合

2019年の台風19号で浸水した米袋
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令
和
４
年
産
よ
り
、水
稲
・
畑
作
物
共
済
の
一
筆
方
式
、

果
樹
共
済
の
特
定
危
険
方
式
が
廃
止
と
な
っ
た
こ
と
で
、

半
相
殺
方
式
へ
移
行
さ
れ
た
方
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。半
相
殺
方
式
は
こ
れ
ま
で
の
一
筆
方
式
や
特
定
危
険

方
式
と
被
害
申
告
方
法
が
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　
半
相
殺
方
式
の
損
害
評
価
方
法
は
、被
害
申
告
の
際
に
農
家
ご

と
、耕
地（
園
地
）ご
と
に
見
込
み
収
穫
量
を
申
告
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。組
合
で
は
、こ
の
申
告
を
基
に
農
家
ご
と
に
申
告
さ
れ
た

耕
地（
園
地
）か
ら
任
意
抽
出（
３
筆
ま
た
は
３
園
地
以
上
）し
て

評
価
し
、減
収
量
を
算
出
し
ま
す
。

　
申
告
さ
れ
た
見
込
み
収
穫
量
を
基
に
損
害
評
価
を
実
施
す
る

た
め
十
分
被
害
状
況
を
確
認
の
上
、適
正
な
見
込
み
収
穫
量
の

申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、水
稲
共
済
の
一
筆
半
損
特
約
を
付
し
て
加
入
い
た
だ
い

て
い
る
場
合
は
、農
家
単
位
で
共
済
金
の

支
払
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
場
合
で
も
、

被
害
耕
地
が
基
準
収
穫
量
の
５
割
以
上

の
減
収
が
あ
る
と
見
込
ま
れ
る
場
合
、当

該
耕
地
に
つ
い
て
、２
割
の
共
済
金
を
お

支
払
い
で
き
ま
す
。

　
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、被
害
申

告
の
際
に
併
せ
て
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

共済目的 被害申告の判断 申告する耕地（園地）の数量 一筆半損特約を
付している場合

農作物共済 水稲・麦
農家単位で基準収穫量の2割

（3割、4割）を超える減収が
見込まれるとき

減収が見込まれる耕地につ
いて、各耕地の見込収穫量
を申告

半損以上の被害が
見込まれる耕地の
見込収穫量を申告

畑作物共済 大豆
農家単位で基準収穫量の2割

（3割、4割）を超える減収が
見込まれるとき

減収が見込まれる耕地につ
いて、各耕地の見込収穫量
を申告

果樹共済 りんご・なし
農家単位で基準収穫量の3割

（4割、5割）を超える減収が
見込まれるとき

減収が見込まれる園地の品
種毎に見込収穫量と、そのう
ち調整果実に相当する収量

（加工用向けの数量）を申告

半相殺方式の農被害申告等について

共済目的の種類別払込期限

収穫共済

被
害
申
告
方
法
が
変
わ
り
ま
す

農作

物・畑作物共済

水
稲
・
大
豆
・そ
ば
の

共
済
掛
金
等
の
納
入

期
限
の
お
知
ら
せ　

　

７
月
は
令
和
４
年
産
水
稲
、大
豆
、そ
ば
共
済
の
共
済
掛
金
等

の
払
込
期
限
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
払
込
期
限
ま
で
に
共
済
掛
金
等
を
納
入
い
た
だ
け
な
い
場
合
、

共
済
関
係
が
解
除
さ
れ
、補
償
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
、ご
注

意
願
い
ま
す
。

　
引
受
耕
地
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
は
、速
や
か
に
最
寄
り
の
支

所
へ
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

口座引落の前日
までに残高の確認を

お願いします！
そ　

ば

大　

豆

水　

稲

共
済
目
的
の
種
類

７
月
20
日

７
月
31
日

払
込
期
限

　

今
年
も
暑
い
夏
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。牛
は
暑
さ
に
弱

い
動
物
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。特
に
乳
牛
は
和
牛
よ
り

暑
さ
に
弱
い
で
す
。暑
熱
対
策
と
し
て
は
、遮
光
、扇
風
機

に
よ
る
送
風
、ミ
ス
ト
の
使
用
、屋
根
へ
の
散
水
等
が
あ
り

ま
す
。皆
様
の
農
場
で
は
ど
の
よ
う
な
暑
熱
対
策
を
し
て

い
ま
す
か
？
ど
の
農
場
で
も
、暑
熱
対
策
は
実
施
さ
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
が
、今
回
は
、夏
場
の
飲
水
の
重
要
性

と
、管
理
上
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

　
動
物
の
生
命
維
持
に
は
水
の
供
給
が
必
要
で
す
。動
物
の
体
の

約
70
％
は
水
分
か
ら
で
き
て
い
ま
す
。

　
牛
は
、エ
サ
を
食
べる
と
第
一
胃
の
中
で
多
量
の
代
謝
熱
を
作
り

出
し
ま
す
。外
気
温
が
高
く
な
る
と
、牛
は
自
身
の
体
温
が
上
が
ら

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、呼
吸
数
を
増
や
し
た
り
、開
口
呼
吸
を

し
た
り
、汗
を
か
い
て
体
温
の
上
昇
を
抑
え
よ
う
と
し
、さ
ら
に
は
、

食
べる
エ
サ
の
量
を
減
ら
し
代
謝
熱
の
発
生
を
抑
え
ま
す
。

　
こ
の
と
き
、牛
は
、飲
水
を
す
る
こ
と
で
こ
れ
ら
の
作
り
出
さ
れ

た
第
一
胃
内
の
熱
を
冷
や
し
、第
一
胃
の
働
き
を
維
持
し
な
が
ら
、

体
温
上
昇
を
抑
え
、食
べ
る
エ
サ
の
量
を
維
持
し
よ
う
と
し
ま
す
。

し
か
し
、水
飲
み
場
が
食
べ
残
し
等
で
汚
れ
て
い
て
は
、牛
は
十
分

な
量
の
水
を
ス
ト
レ
ス
な
く
飲
む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。我
々
も
水

を
飲
む
際
は
、き
れ
い
な
コッ
プ
で
飲
む
ほ
う
が
ス
ト
レ
ス
な
く
十

分
な
量
を
飲
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、飲
水
不
足
は
上
述
の
よ

う
な
栄
養
吸
収
や
電
解
質
バ
ラ
ン
ス
に
も
悪
影
響
を
与
え
て
し
ま

い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、夏
場
に
お
け
る
水
飲
み
場
の
手
入
れ
は
、い
つ

も
以
上
に
こ
ま
め
に
行
って
い
た
だ
く
こ
と
、加
え
て
鉱
塩
等
に
よ

る
塩
分
補
給
も
お
勧
め
で
す
。

　

夏
バ
テ
せ
ず
に
こ
の
夏
を
乗
り
切
る
た
め
、人
も
牛
も
十
分
な

量
の
水
分
補
給
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

家畜共済

夏
場
の
水
分
補
給
は
大
切

水飲み場を清潔に保ちましょう

①
栄
養
分
の
消
化
と
吸
収

②
物
質
の
溶
解

③
物
質
の
体
内
輸
送

④
物
質
の
分
泌
と
排
泄

⑤
電
解
質
の
平
衡

⑥
体
温
の
調
節

水
の
大
き
な
役
割

11　 ひろげよう和みの“和” ひろげよう和みの“和”　 10



四季の畑 ニンジン栽培

スイートコーン栽培

タキイ種苗

詐
欺
に

だ
ま
さ
れ
な
い
で

注意

1月 12月
0

20

18

16

14

12

10

8

6

4

2

0

（回）

0 0 0

3

１

8

18

15
14

0 0

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

台

NOSAI INFORMATION
令
和
４
年
度
か
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

現
金
集
金
を
廃
止
し
ま
し
た

　

組
合
で
は
掛
金
等
に
つ
い
て
現
金
の
取
り
扱
い
を
無

く
し
、口
座
振
替
に
移
行
す
る
よ
う
農
林
水
産
省
お
よ

び
宮
城
県
か
ら
指
導
を
受
け
て
い
ま
す
。指
導
に
よ
り

令
和
４
年
４
月
１
日
以
降
は
、共
済
掛
金
等
の
現
金
集

金
を
行
って
お
り
ま
せ
ん
。

　
口
座
振
替
の
利
用
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

書
類
等
へ
の
組
合
印
を
廃
止
し
ま
す

　
農
林
水
産
省
の
指
導
に
よ
り
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
か
ら
組
合

員
の
皆
さ
ま
に
通
知
す
る
農
業
保
険
関
係
書
類
等
への

押
印
は
、一
部
の
書
類
を
除
き
原
則
廃
止
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
職
員
を
装
っ
た
詐
欺
と
思
わ
れ
る
事
案

が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。現
在
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
は
現

金
集
金
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。不
審
な
場
合
は
迷
わ
ず
、

一一
〇
番
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

園芸
施設共済

ハ
ウ
ス
の
台
風
被
害
に
備
え
ま
し
ょ
う

　

７
月
か
ら
10
月
は
、全
国
的
に
台
風
に
よ
る
被

害
が
多
く
発
生
す
る
季
節
で
す
。宮
城
県
内
で
も

令
和
元
年
に
台
風
19
号
に
よ
り
、多
く
の
被
害
が

発
生
し
ま
し
た
。ハ
ウ
ス
の
日
々
の
点
検
に
加
え
、

台
風
シ
ー
ズ
ン
前
に
強
風
等
に
備
え
る
た
め
の
準

備
を
し
、被
害
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。併
せ
て
、

万
が
一
、被
害
が
発
生
し
た
時
の
備
え
と
し
て
園
芸

施
設
共
済
へ
の
加
入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

ご注意ください!
 • 強風が見込まれる場合は、本体の被害を軽減するため、事前に被
　覆材を取り外したり、巻上げや、切除により損害を防止しましょう。
 • 被覆材の切除を行う場合は、組合にご連絡ください。

※ご連絡がなかったり、遅延すると、共済金をお支払いできない場合
　がありますのでご注意ください。

台風前の簡易チェックリスト
① 最新の気象情報を確認しましたか？ □
② ハウス周辺の片付けをしましたか？ □
③ 被覆材にたるみや破れはありませんか？ □
④ 被覆材の押さえ材に緩みはありませんか？ □
⑤ ハウス本体に腐食やサビはありませんか？ □
⑥ 換気部等の風の吹きこみ口となる箇所は塞がっていますか？ □
⑦ 出入り口の補強や戸締りはしましたか？ □

隙間のできやすい部分、めく
れやすい部分を押さえ材で
しっかりと固定しましょう

過去20年間の月別台風接近状況（宮城県）

押さえ材
（スプリング、パッカー）

■資料提供・協力　タキイ種苗株式会社　東北支店：TEL （022）238-6111㈹　https://www.takii.co.jp

播　種播　種

間引き間引き

追肥と土寄せ追肥と土寄せ

間引きした後で、速効性肥料を施し畝の
表面を軽く中耕します。同時に株元へ土
寄せして青首にならないようにします。

2〜3㎝程度に間引く2〜3㎝程度に間引く 6〜10㎝程度に間引く6〜10㎝程度に間引く

【施肥量】

収　穫収　穫

栽培のポイント
発芽をそろえる

播種後、より早く一斉に発芽させることが重要です。ニ
ンジンは、野菜の中でも発芽に水分を多く必要とし、発
芽勢の弱い種類です。播種時が高温乾燥期に当たるた
め、降雨後かかん水後の適温時に播種します。条まき
し、タネが隠れる程度に土をかけ、寒冷紗で日よけをし
ます。暑い時期ですから、発芽するまで表土を乾かさな
いようにしてください。

13　 ひろげよう和みの“和” ひろげよう和みの“和”　 1213　 ひろげよう和みの“和” ひろげよう和みの“和”　 12
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5
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15 16

13

D

14

た い や き 　 せ ん
ん 　 か み な り
ご ほ ん 　 つ 　 こ
　 と 　 ま つ し ま
ふ と く い 　 よ ち
し ぎ ん 　 ま く
め す 　 な ま ご め

さ
わ
や
か
さ
ん

　
田
植
え
最
盛
期
の
５
月
中
旬
、大
崎
市
岩
出
山・小
松
川

地
区
の
農
事
組
合
法
人
葛
岡
に
伺
い
ま
し
た
。田
植
え
の
忙

し
い
中
、構
成
員
の
皆
さ
ん
に
集
ま
って
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
同
法
人
は
平
成
29
年
３
月
に
設
立
。「
地
域
の
農
地
は
自

分
た
ち
で
守
る
」を
理
念
に
地
域
の
農
家
を
中
心
と
し
た
構

成
員
21
名
で
水
稲
31
㌶
を
作
付
け
し
、冬
場
は
休
耕
田
と
湧

き
水
を
利
用
し
た

セ
リ
栽
培
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。組

合
長
の
鈴
木
さ
ん

は「
構
成
員
一
丸
と

な
っ
て
地
域
農
業

を
盛
り
上
げ
た
い
」

と
話
し
ま
す
。

　

田
植
え
が
終
わ

る
と
、６
月
に
は
セ

リ
の
育
苗
が
始
ま

り
ま
す
。「
今
後
は

セ
リ
の
栽
培
面
積

を
増
や
し
、休
耕

田
の
利
用
と
岩
出

山
ブ
ラ
ン
ド
の
確

立
に
力
を
注
ぎ
た

い
」と
抱
負
を
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

大
崎
市
岩
出
山

農
事
組
合
法
人
葛
岡

組
合
長 

鈴
木 

実み
の
るさ

ん

ヒント
①イの列にもウの列にも『6』があります。
　アの列の『6』はどこに入るでしょうか。
②8ページ『令和4年の収入保険加入者数は…』

①タテ９列、ヨコ９列のどの列にも１〜９の数字
が１つずつ入ります。

②太線で囲まれた９マスのブロックごとにも１〜
９の数字が１つずつ入ります。

  緑の二重ワクに入った数字をABCDの順に
  並べてご解答ください。

40号のクロスワードの答えは 39号の当選者
（応募総数は241通でした）

★当選者は次号に掲載します。

でした。
（新緑）しんりょく

荒　井　𠮷　明　さん（丸森町）

渡　辺　徳　子　さん（仙台市）

那須野　順　子　さん（栗原市）

渡　邊　勝　頼　さん（栗原市）

佐々木　喜美子　さん（大崎市）

阿　部　やすえ　さん（利府町）

髙　橋　隆　志　さん（栗原市）

佐　藤　美　子　さん（大崎市）

西　城　多美子　さん（石巻市）

菅　原　洋　子　さん（栗原市）

40号の答えと39号の当選者 応 募 方 法
記 入 例

　はがきに記入
例のとおり明記の
上、ご応募くださ
い。正解 者の中
から抽選で、10人
の方にクオカード
を差し上げます。

●〆切  2022年8月12日（金）
 〈当日消印有効〉

基本ルール

①ナンバープレース
　の答え
②郵便番号・住所
③氏名　④年齢
⑤電話番号
⑥NOSAIや広報紙
　に対するご意見など

仙台市青葉区上杉
１丁目８の10

NOSAI宮城
広報係 行

うら おもて

　 1 　 2 　 7 3
8 4 　 3 1 　 　

3 8 1 4
9 2 5 1 4 8 7
　 　 6 2

6 8 7 4
8 7 5

7 8 6 9
2 9 8

←ア

←イ

←ウ
B

D

C

A

周
り
へ
の
気
配
り
を
大
切
に

　
Ｊ
Ａ
新
み
や
ぎ
で
窓
口
業
務
を
担
当
し
今
年
で

３
年
目
で
す
。お
客
さ
ま
へ
の
気
配
り
を
大
切
に

し
、迅
速
で
丁
寧
な
対
応
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。 

　
新
し
い
業
務
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
や
、

お
客
さ
ま
か
ら「
あ
り
が
と
う
」や「
頑
張
って
」と

声
を
掛
け
て
い
た
だ
く
こ
と
が
仕
事
の
や
り
が
い
に

な
って
い
ま
す
。

　
長
期
休
暇
が
あ
っ
た
ら
、沖
縄
に
行
って
、き
れ
い

な
青
い
海
で
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
に
挑
戦
し
て

み
た
い
で
す
。

栗原市

松
ま つ た

田 千
ち は る

桜 さん

お
た
よ
り
広
場

支
所
統
合
の
目
的

　
組
合
員
の
皆
さ
ま
よ
り
、お
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
こ
と
か
ら
、改
め
て
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

合
理
化・効
率
化
を
目
的
に
３
支
所
に
統
合
し
ま
す

◇
頻
発
す
る
自
然
災
害
が
大
規
模
化
し
て
い
る
状
況
下
で
、

共
済
金
の
早
期
支
払
い
の
た
め
、必
要
人
員
を
速
や
か
に
、

か
つ
効
率
的
に
投
入
で
き
る
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

◇
統
合
に
よ
る
事
務
の
効
率
化
で
人
件
費
の
増
加
を
抑
え
、

減
額
が
続
く
国
か
ら
の
補
助
金
や
離
農
に
よ
る
事
業
規
模

が
縮
小
す
る
状
況
下
で
も
安
定
し
た
事
業
継
続
体
制
を

構
築
し
ま
す
。

◇
支
所
統
合
後
も
、組
合
員
皆
さ
ま
への
サ
ー
ビ
ス
低
下
と
な

ら
な
い
よ
う
役
職
員
一
丸
と
な
り
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
表
紙
の
皆
さ
ん
の
素
敵
な
笑
顔
と
、働
く
手
に
見
入
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。品
質
＝
土
づ
く
り
が
基
本
！
納
得
で
す
。【
栗
原
市
Ｓ・Ｔ
さ
ん
】

●
地
域
の
話
題「
消
え
ゆ
く
古
農
具
」興
味
深
く
読
ま
せ
て
頂
き
ま

し
た
。わ
が
家
で
も
大
切
に
保
管
し
て
い
る
物
も
あ
り
ま
す
。や
っ
ぱ

り
、次
世
代
に
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
ね
。　

 

【
気
仙
沼
市
Ｓ・Ｓ
さ
ん
】

●
絆
レ
タ
ー
を
読
む
と
心
が
温
ま
り
ま
す
。子
ど
も
さ
ん
の「
パ
パ
み
た

い
に
ト
ラ
ク
タ
ー
に
乗
って
、米
や
野
菜
を
た
く
さ
ん
作
り
た
い
」と

い
う
夢
が
叶
う
と
い
い
で
す
ね
。 　
　
　
　

 　
【
登
米
市
Ｙ・Ｓ
さ
ん
】

●
支
所
統
合
に
よ
り
、ま
す
ま
す
共
済
が
遠
く
に
感
じ
ら
れ
ま
す
が
、

「
和
み
」は
遠
く
の
方
々
の
農
業
に
対
す
る
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ

て
、楽
し
み
で
す
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
栗
原
市
Ｋ・Ｓ
さ
ん
】

●
令
和
４
年
度
と
令
和
５
年
度
の
支
所
の
統
合
理
由
が
気
に
な
り
ま
す
。

次
号
に
で
も
載
せ
て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
いで
す
。  

【
利
府
町
Ｍ・Ｓ
さ
ん
】

不
祥
事
件
に
関
す
る
ご
報
告
に
つ
い
て　

　

令
和
３
年
３
月
16
日
に
発
覚
し
た
本
組
合
元
職
員（
令

和
３
年
３
月
29
日
付
で
懲
戒
解
雇
）に
よ
る
不
祥
事
件（
組

合
に
隠
し
て
南
三
陸
町
有
害
動
植
物
等
対
策
協
議
会
の
資

金
で
あ
る
町
の
補
助
金
等
を
不
正
に
流
用
）に
つ
い
て
は
、組

合
員
の
皆
様
へ
ご
報
告
申
し
上
げ
、再
発
防
止
に
努
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
不
祥
事
件
に
関
し
て
南
三
陸
町
で
は
、南
三
陸
警

察
署
へ
被
害
届
を
提
出
し
た
後
、内
部
調
査
委
員
会
を
設

け
て
事
件
に
至
っ
た
経
緯
と
原
因
の
調
査
を
進
め
、令
和
３

年
９
月
に
は
町
職
員
13
人
の
懲
戒
処
分
を
決
定
し
た
ほ
か
、

そ
の
後
も
町
議
会
議
員
で
構
成
す
る「
町
補
助
金
の
不
正

流
用
問
題
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
」で
審
議
を
継
続

し
て
い
ま
す
が
、町
の
対
応
と
し
て
の
損
害
賠
償
等
の
法
的

な
整
理
、結
論
に
は
至
って
お
り
ま
せ
ん
。

　
本
組
合
と
し
て
は
、南
三
陸
町
と
連
携
し
て
、引
き
続
き

事
件
の
解
決
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
以
上
、現
時
点
で
の
ご
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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レシピ

わが家の

味

募集中!

令
和

4年（
2022）7月

号
 N

O
.41

み な
 ご

編
集

・
発

行
宮

城
県

農
業

共
済

組
合（

N
O

SA
I宮

城
）

〒
980 -0011 宮

城
県

仙
台

市
青

葉
区

上
杉

1 -8 -10
TEL 022 -225 -6701　

FA
X 022 -262 -6406　

https://w
w

w
.nosaim

iyagi.or.jp/　
 デ

ザ
イ

ン
  川

嶋
印

刷
株

式
会

社
本所 

〒980-0011 仙台市青葉区上杉1-8-10 
☎︎022-225-6701㈹
　0800-170-6701
県南支所 

〒981-1505 角田市角田字町田113 
☎︎0224-63-2012㈹
　0120-059-431
宮城中央支所 

〒983-0821 仙台市宮城野区岩切字昭和東112-3 
☎︎022-396-3070㈹
　0120-283-070

六の国支所 

〒981-4265 加美町字矢越226 
☎︎0229-64-1380㈹
　0120-641-380
大崎支所 

〒989-6166 大崎市古川東町5-37 
☎︎0229-22-2141㈹
　0120-832-141
県北支所 

〒987-0512 登米市迫町森字平柳34-88 
☎︎0220-22-8411㈹
　0120-818-413

県南家畜診療センター 

〒989-0731 白石市福岡深谷字桜丘前10 
☎︎0224-25-4565㈹
中央家畜診療センター 

〒989-6251 大崎市古川小野字嵐山26-1 
☎︎0229-28-2581㈹
県北家畜診療センター 

〒987-0611 登米市中田町浅水字二号416 
☎︎0220-35-2880㈹
家畜診療研修所 

〒981-3602 大衡村大衡字平林39-4 
☎︎022-345-2241㈹

切
り
干
し
大
根

の
漬
け
物

❶ 切り干し大根を水につけ、もどす。
❷Ａを合わせて鍋に入れ、沸騰させたら冷まして

おく。
❸ ❷を密閉容器に入れ、水気を切った切り干し大

根と千切りにしたユズの皮を加える。
❹ 密閉容器の空気を抜き、２晩ほど漬けたら出来

上がり。

ホームページ　https://www.nosaimiyagi.or.jp/
メールアドレス　kouhou@nosaimiyagi.or.jp

料理紹介者

渡
わ た な べ

辺 てる子さん

登米市

材 料〈4個分〉 作 り 方

表紙や「わが家の味レシピ」「地域の話題」「絆レター」「さわやかさん」など取材にご協力いただける方を募集しています。
ご協力いただける方は、下記メールや最寄りの支所へご連絡ください。掲載後に謝礼を進呈します。

切り干し大根………… 300g

そばつゆ（3倍濃縮） … 200㏄
水……………………… 100㏄
酢……………………… 50cc

ユズの皮…………………少々

Ａ

● ユズの皮の他、ショウガやトウガラシなどの香味を入れて
もおいしいです。

● 切り干し大根（写真）も手作りしています。ダイコンの１本
干しを作ると、束になって食べ応えがあります。

１本干し １本のダイコンに斜め45度の２、３㍉幅の切り込みを入れます。
切り落とさずに、下から２㌢ほど残すようにします。裏返し、反対側も同
じように切れ込みを入れて１本のダイコンがつながったまま干します。
使う分だけ束ごと切って使用します。

協力：宮城県登米農業改良普及センター


